
　
第
八
歌
集
『
鷲
』（
昭
和
一
五
年
）
よ
り
。
川
田
順
は
茂
吉
と
同
年
に
あ
た
り
、
信
綱
と
親
交
が
深
か
っ
た
。
晩
年
の
昭
和
二
一

年
に
は
当
時
の
東
宮
御
作
歌
指
導
役
に
就
任
す
る
も
、
人
妻
と
の
恋
と
自
殺
未
遂
に
か
か
る
騒
動
、
い
わ
ゆ
る
「
老
い
ら
く
の
恋
」

で
辞
退
し
た
。
近
代
を
代
表
す
る
心
の
花
歌
人
と
い
う
顔
が
あ
る
一
方
で
、住
友
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
と
い
う
実
業
家
の
顔
も
あ
る
。

多
く
の
旅
の
歌
が
あ
り
、
当
該
歌
は
伸
び
て
い
く
視
点
と
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
御
手
洗
）

6
　

紫
禁
城
を
仰
ぎ
て
行
け
ば
陽ひ

は
澄
め
り
一い
つ
せ
ん線
の
上へ

に
次
の
門
次
の
門

川
田
順
　（
明
治
一
五
～
昭
和
四
一
）

　〈
よ
ろ
こ
び
か
の
ぞ
み
か
我
に
ふ
と
来
る
翡
翠
の
羽
の
か
ろ
き
は
ば
た
き
〉
等
を
含
む
瑞
々
し
い
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
は
大
正
五
年

の
刊
、
広
子
は
三
十
八
歳
だ
っ
た
。
掲
出
歌
は
昭
和
二
九
年
、
七
十
六
歳
で
の
第
二
歌
集
『
野
に
住
み
て
』
所
収
。
翻
訳
家
松
村
み

ね
子
と
し
て
も
大
き
な
仕
事
を
成
し
た
理
知
の
人
が
、
戦
中
戦
後
の
厳
し
い
時
代
、
老
い
ゆ
く
己
の
生
を
ど
の
よ
う
に
歌
で
支
え
て

い
た
か
が
窺
え
る
。
孤
高
を
保
ち
な
が
ら
も
遠
い
灯
火
の
よ
う
に
人
を
恋
う
心
は
、終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。（
梅
原
）

5
　

わ
が
側
に
人
ゐ
る
な
ら
ね
ど
ゐ
る
や
う
に
一
つ
の
り
ん
ご
卓
の
上
に
置
く

片
山
広
子
　（
明
治
一
一
～
昭
和
三
二
）

　
女
性
作
家
の
先
駆
け
、
日
露
戦
争
下
で
の
厭
戦
詩
「
お
百
度
詣
で
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
楠
緒
子
は
、
明
治
二
三
年
弘
綱
に
師

事
。
死
後
信
綱
に
就
き
、
旧
派
新
派
が
入
り
混
じ
る
歌
壇
で
活
躍
し
た
。
歌
集
は
残
さ
ず
、
掲
出
歌
は
「
心
の
花
」
明
治
四
三
年
二
月

号
に
よ
る
。
才
能
と
そ
れ
を
発
揮
す
る
境
遇
に
恵
ま
れ
た
楠
緒
子
だ
っ
た
が
、
伝
統
的
な
良
妻
賢
母
の
足
枷
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。「
う
ね
り
く
ね
れ
る
」に
屈
折
し
た
心
情
が
読
め
る
。
夫
は
美
学
者
の
大
塚
保
治
。
夏
目
漱
石
の
思
い
人
と
し
て
も
有
名
。（
清
水
）

4
　

た
て
よ
こ
に
う
ね
り
く
ね
れ
る
学
者
町
小
さ
き
家
に
人
に
か
し
づ
く

大
塚
楠
緒
子
　（
明
治
八
～
明
治
四
三
）

　
東
京
音
楽
学
校
教
授
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
た
作
者
だ
が
、
短
歌
作
品
は
孤
独
や
鬱
屈
し
た
心
情
を
託
つ
も
の
が
多
い
。

引
用
歌
や〈
な
り
は
ひ
は
か
な
し
か
り
け
り
あ
や
ま
ち
て
ピ
ア
ノ
ひ
く
人
と
な
り
し
い
く
と
せ
〉に
は
、屈
折
し
た
思
い
が
覗
く
。〈
か

な
し
さ
の
限
を
き
き
て
別
れ
来
し
そ
の
夜
お
ぼ
ゆ
る
雨
の
音
か
な
〉〈
わ
た
中
の
人
な
き
島
に
一
人
す
み
て
命
の
か
ぎ
り
君
を
待
た

ま
し
〉
に
は
、恋
の
面
影
が
偲
ば
れ
る
よ
う
に
も
。
い
ず
れ
の
作
品
も
『
橘
糸
重
歌
文
集
』（
平
成
二
一
年
）
所
収
。
　
　
　
　（
河
野
）

3
　

た
だ
一
つ
こ
れ
た
だ
一
つ
な
し
得
べ
き
道
と
は
知
れ
ど
心
お
く
れ
ぬ

橘
糸
重
　（
明
治
六
～
昭
和
一
四
）
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